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１．研究計画の概要 
本研究は医師教育として不可欠な学習者

の能動学習を促進する教育能力開発のため
の教員教育方法を作り検証することを目的
としている。研究全体の目標としてダイダク
ティック（伝授型）授業の中で学習者主導型
教育を行う教員教育法としてマイクロティ
ーチングシステムの開発検証そして実践法
の確立、問題基盤型学習教育のための教員教
育法の開発検証、そして能動学習促進教育の
教員教育能力評価法の開発と有効性の検証
を行う。 
 
 

２．研究の進捗状況 
 学習者が能動的に参加する双方向性授業
を行うための、教育能力開発法としてマイク
ロティーチング法を開発し、検証し、組織的
に行う実施法を完成させた。既に 20 回以上
の実証検討を行い、医学教育の中でマイクロ
ティーチングを行う方法を確立した。この実
施方法の中には、初等教育等で行われている
一般的方法だけでなく、教育者としての訓練
を受けていない医学教育者が簡易的に行え
る実施法を新たに開発した。これらの結果を、
平成 22年度には出版する。 
 問題基盤型学習教育法としてのテュート
リアル教育については実施法と教育評価を
行った。少人数の学生にテュータと呼ぶ教員
が参加して、学生自身が問題解決を行う教育
法を、国外で一般的な大卒者対象（修士課程
相当）ではなく、高卒者対象の医学部教育で

長期間にわたり行なう有効性を明らかにし
た。理想的に行う日本式（東京女子医科大学
方式）をまとめ、「新版テュートリアル教育」
として出版した。さらに、新たな問題解決型
教育としてチームベースラーニング（TBL）
の開発を行い、6 回の実証検討を行った。教
育効果の評価を行い、テュートリアル教育と
複合させたTBLを新たな教育方法として定式
化し、実施手順書を作成した。TBL はテュー
トリアルよりも教員に依存する教育法であ
ることが明らかになり、今後教育能力開発の
ためのプロトコールを作成する。 
 教育評価の評価項目を定め・オンライン評
価システムを構築した。また、学生からの授
業評価を被評価者が直ちに教育向上に用い
ることができる自己評価に用いることので
きる評価表を開発した。 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由） 
三つの研究目標のうち、講義（授業）能力開
発については開発検証が済み、成文化を残す
のみである。問題基盤型教育についても教育
方、教員教育能力開発法については開発検証
が終わり、一部は既に出版され、残りは成文
化を残すのみである。教育評価については方
法、システムの開発は修了したが、検証が行
われていない。 
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４．今後の研究の推進方策 
 医学教育において講義形式の教育は多く
用いられているが、本研究ではその教育能力
を高める方法としてマイクロティ―チング
の実施法を開発検証した。今後その方法をま
とめ解説書として発行する。医師の教育には
問題解決能力を高める教育も必要であり、そ
のためにテュートリアル・ＴＢＬなどが行わ
れる。テュートリアルについては本研究の目
的は最新の教育法を出版したことにより修
了しているが、ＴＢＬはさらに教育方法、教
員の教育能力開発方法を明確にするための
調査分析を行い、研究期間終了までに方法を
文書（手順書）として完成させる。教育評価
と授業評価については、実践検証を行い今回
開発した評価法の実用性を評価する。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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